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 令和５年度 園内研究 １歳児・くまのみ組 

 

【主題】音楽がもたらす効果 

【副題】音楽が好きな子どもたちの「好き」をもっと広げたい！ 

   認定こども園長岡和光幼稚園なごみ保育園 

      

 

１．主題設定理由（目的） 

音楽を通し子どもたちの興味関心を広げ集中力を伸

ばすことを目的とする。 

玩具にあまり興味を示さず一つの遊びが長続きしな

かったが、歌や手遊びは好きで意欲的に取り組む姿が

見られた。 

 したがって、子どもたちの好きな音楽を遊びや活動

の中に取り入れ、どのようなことに対し興味関心を寄

せるのか、また集中力を養うことができるのかを探り

たくこのテーマを設定した。 

 

２．実践内容 

・童謡や手遊び歌をテーマにスケッチブックシアター

やペープサートを作成 

・子どもたちの好きな曲を知るためのアンケート（保

護者向け） 

・朝の会等で季節の歌を歌う 

・楽器遊び 

・ダンス 

・手遊び 

・散歩中に歩行のリズムに合わせた笛の合図 

・活動中にBGMを流す 

・椅子取りゲーム（ピアノの生演奏） 

・午睡中にオルゴールとクラシック音楽をBGMとして

流す 

・お遊戯会練習 

 

３．実践結果 

〇子どもたちの好きな曲を知るためのアンケート（保

護者向け） 

 子どもたちの知っている曲を保育室内で流すと、口

ずさんだり踊り始めたりしたことから、クラスの傾向

として音楽が好きだということがわかった。どのよう

な音楽を家庭で聴いているのかを探るために保護者へ

アンケート調査を行い、それをもとに日々の保育で取

り入れた。（資料①参照） 

 

〇スケッチブックシアターとペープサート 

 子どもたちに馴染みのある手遊び歌や童謡で製作し、

排泄や手洗いの順番を待つ際に活用した。保育者の歌

に合わせて身振り手振りを交えながら楽しんで歌う姿

が見られ、子どもの興味を引く良いアイテムとなった。 

 また、長編の絵本等と異なり、短い時間でリズムと

メロディーに合わせながら楽しむことができるため、

全員が集中力を絶やさず見ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇朝の会等で季節の歌を歌う 

 毎日季節に合った歌を１、２曲歌った。その中でも、
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『どんぐりころころ』や『きのこ』、『とんぼのめがね』

は身振りを手振りを交えながら楽しんで歌う姿が見ら

れ、後に作品展のテーマに繋がることとなる。 

 作品展では普段の歌っている様子を映像にし、展示

している側で上映した。保護者からは「こんな風に歌

っているんですね」「家でもよく歌っています」等好評

だった。 

 普段から親しみのあるものをテーマに設定したこと

により、製作するものに対するイメージが膨らみ楽し

みながら製作することができた。 
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〇楽器遊び 

 秋に散歩に出かけた際、夢中になってどんぐり拾い

を行ったことから、どんぐりを小さなペットボトル容

器に入れてマラカス作りへと発展した。 

「カラカラ音がするね」と子どもたち自身で音の質を

言葉で表したり、ピアノの生演奏に合わせて音を鳴ら

したりする様子が見られた。 

 また、手作り楽器を演奏した経験から、本物の楽器

に触れる機会を設け子どもたちの興味関心を高めた。 

「（すずは）リンリンかわいい音がするね」「今度はこ

っち（の楽器を）やってみたい」と積極的に触れる姿

が見られ、子どもたちの好きな曲をピアノで弾いてみ

るとそれに合わせてリズミカルに演奏を楽しんでいた。 

 集中して楽しむ子が多かったため、コーナー保育の

一部を楽器遊びにすることもあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ダンス 

 音楽に合わせながら身体を動かすことを目的とし、

毎月１曲決めてダンスを行った。子どもたちが好きな

振付のものと、あまり興味を示さないものが明確に分 

かれていたため、それらをヒントに後のお遊戯会の曲

決めの参考とした。 

 クラスの傾向としては、ダンスよりも歌を歌う方が

好きな園児が多く、日常の中では皆一斉に踊ることは

少なかったように感じる。 
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〇手遊び 

 絵本や紙芝居を読む前、話を始める前等保育者に注

目を集める際に手遊びを頻繁に行った。「トントントン

アンパンマン」「りんごころころ」「おおきくなったら」

「３匹のこぶた」が特に好きで、子どもたちからリク

エストが頻繁にあった。 

 手遊びを始めることによって、話を聞く姿勢が整い

静かな環境をつくることができた。 

 また、２学期からはクラシック手遊びのCDを導入し、

活動の合間に皆で取り組んだ。最初は聞き慣れない弦

楽器の音を怖がる子がいたが、慣れてくると音に合わ

せて声を出して楽しみ、手だけでなく身体も動かして

表現するようになった。 

 

〇散歩中に歩行のリズムに合わせた笛の合図 

 ６月頃から散歩においてお散歩リングを導入し、ク

ラス全員で使用することになった。しかし、歩行のス

ピードが遅くなってしまうことから、歩くテンポがわ

かるように笛でリズムを取ることに。音があることで、

子どもたち自身も「ピッピッ」と口ずさんだり「わっ

しょい」と掛け声を入れたりして足取りが軽快になっ

ていった。 

 

〇活動中にBGMを流す 

 手洗いから着席までに時間がかかったり、周辺を走

り出したりする子がいたため、落ち着いて行動できる

ように電子ピアノに内蔵されているクラシック音楽を

流すようにした。 

クラシック手遊びのCDと同様、最初は聞きなれない

音に怖がる子が居たが、次第に慣れ手拍子をしたり机

上でピアノを弾く真似をしたりするようになった。無

音の時よりも音楽を流した時の方が全員着席完了まで

の時間が短縮したように思う。 

 

〇椅子取りゲーム（ピアノの生演奏） 

 ３学期になると、ルールのある遊びができるように

なり椅子取りゲームを時々行った。 

 CD よりも楽器の音を楽しんでほしいという願いか

ら、ゲーム中のBGMはピアノで子どもたちの好きな曲

を演奏し、音楽が止まった時の合図としてCメジャー

の和音を鳴らした。その合図があることにより素早く

椅子に座ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇午睡中にオルゴールとクラシック音楽をBGMとして

流す 

 入眠までに時間がかかる子が多かったため、午睡時

のBGMを２パターンのCDを用意し比較した。 

 前述と同様にやはりクラシック音楽は少し怖い印象

があるようで、最初は耳を塞ぐ子も居たが徐々に慣れ

ていった。 

 全員が入眠するまでの時間を３０日間にわたって計

測。（オルゴール１５日間、クラシック１５日間） 

 結果としてクラシックの方がオルゴールに比べて２

分５９秒早く入眠したことがわかった。（資料②参照） 

 

〇お遊戯会練習 

 ダンスはあまり好きではない子どもたちだったが、

気に入った曲を遊戯曲に使用すると、以前よりもダン

スを楽しむ様子が見られた。 

 また、初めてのことにチャレンジすることが苦手な

園児が多かったため、ファッションショーと題して衣

装着用の練習を行なったり、お客さん役を配置して練

習したりすることで本番と同様のステージを意識でき

るようになった。 
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４．考察 

 主題の「音楽がもたらす効果」においては、日常の

中で音楽を取り入れることにより、静と動の場面の切

り替えがスムーズになったように感じる。 

特に最初は怖がっていたクラシック音楽も、慣れてく

るにつれて親しみをもって聞けるようになり、落ち着

いて過ごす際の良い導入となった。 

午睡時ではクラシック音楽とオルゴールの比較を行っ

たが、無音は試したことがなかったため、今後さらに

研究を深める際に調査してみたい。 

 副題の「音楽が好きな子どもたちの『好き』をもっ

と広げたい！」においては、活動や遊びに音楽を取り

入れることによって、それぞれの幅が広がり遊びが豊

かになったように感じる。 

また、一つの活動がその場だけで終わるのではなく、

さらに別の活動へと発展していったことが印象に残っ

ている。 

例えば、季節の歌を毎日歌い親しみをもったことか

ら、スケッチブックで歌詞の情景をイラスト等で表し

視覚でも楽しめるように。そこで得たインスピレーシ

ョンを元に各自手作りの玩具や楽器を製作し、次は本

物の楽器に触れてみる。それらの経験を作品展に繋げ

子どもたちの興味関心を表現できる場にした。 

 このように、遊びや経験を新たな物へと発展させて

いくことで、結果として子どもたちの「好き」を最大

限に表現することができたように感じる。 

 １歳児という発達段階において、音楽はとても身近

で親しみがもてるものだということがわかった。 

また、１歳児に限らずどの年齢においても音楽に触れ

ることで遊びや活動の幅が広がっていくのではないか

と考えた。 
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資料① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 

 

日付 出席人数 全員が寝た時間

6月26日 21 28:39.8

6月27日 19 32:58.7

6月28日 21 27:10.1

6月29日 18 46:48.4

6月30日 13 28:23.1

7月5日 17 39:43.3

7月10日 22 52:41.3

7月11日 22 39:58.1

7月12日 21 52:11.2

7月13日 22 49:26.8

7月14日 22 45:07.6

7月18日 20 25:58.8

7月19日 19 40:15.9

7月20日 20 42:24.5

7月21日 20 30:17.7

38:48.3平均

チャイコフスキー

 

 

日付 出席人数 全員が寝た時間

8月23日 18 34:22.6

8月24日 22 26:39.0

8月25日 22 32:52.6

8月28日 21 44:57.5

8月29日 21 41:36.6

8月30日 19 32:29.1

8月31日 18 46:51.4

9月1日 18 40:50.1

9月4日 21 19:50.1

9月5日 20 55:14.5

9月6日 22 48:24.5

9月7日 21 30:06.1

9月8日 20 42:18.8

9月11日 21 1:1:01:45

9月12日 21 28:36.8

41:47.8

園児在籍数　　22名

平均

ディズニーオルゴール
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＜ペープサート＞ 

どんないろがすき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スケッチブックシアター＞ 

あめふりくまのこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おべんとうバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜手作り玩具＞ 

とんぼのめがねの歌からイメージを膨らませてマイメ

ガネ作りに挑戦。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作品展＞ 

秋の歌をテーマに作品作りをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


